
産業医科大学大学院は昭和59年（1984年）に医
学部第１期生の卒業と同時に開設されました。現
在、３専攻から構成され、総定員は205名です。医
学専攻博士課程（４年、１学年定員40名）では、昭
和63年以来550名を超える医学博士（甲号）及び
520名以上の論文審査による医学博士（乙号）を輩
出してきました。平成28年度には、産業衛生学専攻
（博士前期課程２年、定員10名、同・後期課程３
年、５名）、看護学専攻修士課程（２年、５名）が
設置されました。令和元年には世界唯一の産業衛生
学博士号が授与され、未来永劫に本学のアイデン
ティティを支えることになります。また、開学30,
40周年記念事業の支援を受けてアジア国際産業医学
研究者養成プログラムを設置し、国際的に魅力ある
大学院教育を介して国際競争力を確保し、本大学院
の存在意義を高めるよう努めています。

　本大学院には、産業医、健診医や勤務医、教員
として従事しながら学位取得を可能とする社会人
大学院生制度があります。本学の設立趣旨でもあ
る専門性が高い、指導的立場の産業医の育成に資
するものです。大学院生の利便性に配慮するため
昼夜講義制とし、コロナ禍で導入した１年次共通
科目のWEB講義はこれからも全面的に継続されま
す。授業料免除・猶予制度、各種奨学金制度も充
実しています。また、成績優秀者早期修了制度、
逆に、就業と就学を両立して期限内の学位取得が
困難な社会人大学院生には、授業料負担増を伴わ
ない長期履修制度を設置しました。

　本学卒業生を対象に、初期研修直後に専門産業
医コースⅠ、Ⅱとともに大学院進学コースもあ
り、修学資金返還免除対象職務となります。しか

し、一般的にはコースⅡ期間に基本領域（内科な
ど）、サブスペシャルティ領域（消化器科など）
の専門医を取得してコース修了後に大学院に進学
します（専門領域によって異なる）。例えば、産
業医科大学病院で２年間の初期研修、４年間の
コースⅡ期間中に専門医を取得した後に、少なく
とも２年間は産業医に従事した上で、免除対象職
務に従事しながら社会人大学院に４年間在学すれ
ば、卒後10年後には専門医、医学博士の取得、産
業医義務年限、さらに修学資金猶予期間を終了で
きます。他の病院で初期研修をした場合でも、社
会人大学院５年間の長期履修を含め卒後11年後に
は、修学資金全額免除が可能で、その後は産業
医、留学や他学への移籍など自由な進路を選択で
きます。リスクを背負って高額の修学資金を一括
返還する意味はどこにあるでしょうか？

　では、なぜ大学院に進学する必要があるので
しょうか？スキルアップ、論文作成、人脈拡大な
ど多くの理由づけは可能です。実際、学位がなけ
れば、大学によっては教員、本学では講師以上、
公立病院や一部の企業では部長以上の職位に就く
ことはできません。でも本当は、「研究を楽しん
でみたい」という方は、どなたでも大学院進学を
考えてみて下さい。「一所懸命に研究したことも
あったなあ」といつか振り返ることができる人生
の方が、拡がりがないでしょうか。2000年に教
授就任後、常時約20名の大学院生達と毎週リサー
チカンファレンスを開き、ワクワクしながら研究
を楽しんできました。誰も知らなかった何か新し
いことを一つでも発見した時、神様に一歩近づい
た気になることがあります。一緒に研究をピュア
に楽しんでくれる仲間が増えると嬉しいです。

大学院医学研究科長　田中　良哉

大学院医学研究科の現況と
展望について
～大学院進学のすすめ～

大学の現況と展望
令和３年度は、173件の新規申請があり、43件、85,150千円が採択されました（辞退１件、1,430千円）。

新規転入2件、2,340千円、継続転入３件、4,630千円及び継続126件、126,490千円（転出5件、6,760千
円、留学による中断1件、520千円）を合わせると、167件、209,900千円となります。
昨年度は、203件の新規申請があり、55件、98,410千円が採択されました（転出２件、2,860千円）。

新規転入６件、10,204千円、継続転入１件、415千円及び継続101件、100,750千円（転出４件、3,900千

（単位：千円）

新学術領域研究（研究領域提案型）（継続）
吉田　二美 数理科学分野 太陽系考古学：氷天体のサーベイ観測から太

陽系の歴史を探る 2,600 

門野　敏彦 医科物理学 原始惑星系円盤における珪酸塩微粒子の新し
い衝突付着過程についての実証 0※1

新学術領域研究（研究領域提案型）（継続）
吉田　二美 数理科学分野 太陽系考古学：氷天体のサーベイ観測から太

陽系の歴史を探る 0※1

新学術領域研究（研究領域提案型）（新規）
門野　敏彦 医科物理学 原始惑星系円盤における新しい珪酸塩微粒子

衝突付着過程の実証 2,600 

基盤研究（A)（新規）
森本　泰夫 呼吸病態学 有機化学物質の肺障害の解明とスクリーニン

グシステムの開発 11,700 

基盤研究（B)（継続）
河井　一明 職業性腫瘍学 唾液中８－ヒドロキシグアニンの酸化ストレ

スバイオマーカーとしての有用性評価 3,510 

林田　賢史 医療情報部 患者特性、診療内容および看護師配置状況が
日々の患者状態変化に与える影響 4,550 

基盤研究（B)（継続）
林田　賢史 医療情報部 患者特性、診療内容および看護師配置状況が

日々の患者状態変化に与える影響 0※1

基盤研究（B)（新規）
岡﨑　龍史 放射線衛生管

理学
福島原発作業員の放射線不安軽減を目指した
教育プログラムの構築 2,080 

基盤研究（B)（新規）
欅田　尚樹 産業・地域看

護学
加熱式タバコなど新規タバコ関連商品の有害
性を動物実験より評価し健康被害を予防する 5,980 

基盤研究（C)（継続）
實﨑　美奈 広域・発達看

護学
不妊外来における初回受診カップルへのケア
モデル開発 0※2

豊平由美子 薬理学 柑橘系機能性成分のストレス改善・予防効果
と安全性を評価するための基礎研究 0※2

松嶋　康之 リハビリテー
ション医学

ポリオ後症候群に対する経頭蓋直流電気刺激
療法の効果に関する研究 0※2

辻　　真弓 衛生学 乳幼児のアレルギー遷延化と樹脂（プラス
チック）原料複合曝露との関係 0※2

岡田なぎさ 基礎看護学 女性看護師が活き活きと労働生活を送るため
の要因に関する研究 0※2

柴田　弘子 成人・老年看
護学

難病ケアラーのセルフナビゲーションを支援
するためのツールの開発 0※2

山本　淳考 脳神経外科学 悪性脳腫瘍における5-アミノレブリン酸の放
射線治療増強効果のメカニズムの解明 910 

山本　幸代 医学教育担当
教員

小児NAFLDでの肝脂腸クロストーク：ヘパ
トカイン分泌と腸内細菌叢の関連の解明 0※2

平良　彰浩 第２外科学 肺癌症例における免疫チェックポイント阻害
剤有害事象とHLAタイプとの関連について 0※2

児玉　裕美 基礎看護学 看護師の職業性ストレス軽減を目的としたリ
ラクセーション法の生理学的評価 0※2

永松　有紀 成人・老年看
護学

経口抗がん剤治療を行う就労がん患者の服薬
アドヒアランス支援プログラムの開発 0※2

仲野　宏子 産業・地域看
護学

60歳代の社会的役割と健康状態に関する縦断
的検討 1,430 

加藤　徳明 リハビリテー
ション医学 失語症患者の自動車運転適性に関する研究 1,300 

佐伯　　覚 リハビリテー
ション医学

脳卒中片麻痺上肢痙縮に対するボツリヌス療
法と中枢性電気刺激の併用療法に関する研究 0※2

宮本　　哲 腎センター 慢性腎不全におけるサルコペニアと炎症マー
カー～炎症性サイトカインの網羅的検討～ 390 

長田　良雄 免疫学・寄生
虫学

寄生蠕虫によるTh17型免疫疾患抑制機構の
普遍性と特殊性の解析 1,040 

足立　弘明 神経内科学 神経変性疾患の病因蛋白質の毒性軽減による
病態抑止治療法の開発 1,170 

保科　隆之 小児科学 結合型肺炎球菌ワクチン低応答例の免疫学お
よび細菌学的要因の検討と早期同定法の確立 1,300 

基盤研究（C)（継続）
佐藤　　実 成人・老年看

護学
免疫チェックポイント阻害薬投与患者におけ
る自己抗体の意義 1,300 

矢寺　和博 呼吸器内科学 一般細菌・抗酸菌・真菌の網羅的菌叢解析に
よる下気道感染症の病態の解明 1,430 

中村　元信 皮膚科学 分子標的治療薬の重症アトピー性皮膚炎に伴
う円形脱毛症への効果解析と病態解明 1,430 

岩田　　慈 第１内科学 ヒトB細胞分化におけるアミノ酸を介した免
疫代謝機構の解明～SLE新規治療の創出～ 910 

山形　　薫 第１内科学 CD4陽性T細胞のスーパーエンハンサー異常
に起因する画期的な関節リウマチ病態形成 1,300 

花見健太郎 第１内科学 関節リウマチにおける神経伝達物質ドパミン
を起点とした病態解明と新規治療法の開発 1,560 

田中　文啓 第２外科学 肺癌における新開発マイクロ流路システムを
用いた循環腫瘍細胞の検出と臨床応用 1,170 

川﨑　　展 整形外科学 慢性疼痛に対する視床下部－脊髄系の疼痛受
容および抑制システムの解明 1,560 

王　　克鏞 共同利用研究
センター Wnt10aを標的とした骨折治療介入法 1,040 

鈴木　秀明 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

鼻粘膜上皮細胞の細胞内Ca振動による線毛運
動の制御―単離ヒト鼻粘膜細胞による解析 650 

蒲地　正幸 集中治療部 院内における放射線業務従事者を対象とした
放射線被ばく原因究明ツールの開発と実践 780 

藤本　賢治 産業保健データサ
イエンスセンター

高齢者に対する併用禁忌薬剤の処方実態の顕
在化および対応策の検討 1,040 

大和　　浩 健康開発科学 加 熱 式 タ バ コ 使 用 時 の 室 内 の 受 動 喫 煙
(PM2.5と有毒ガス状成分)の定量評価 1,300 

小山　理英 基礎看護学 中小規模病院の実地指導者への共同リフレク
ションを導入した教育プログラム開発と評価 130 

佐藤　亜紀 成人・老年看
護学

ブレンド型学習による看護学の「より深い学
習」のICEモデルアプローチ 260 

伊藤　英明 リハビリテー
ション医学

経頭蓋直流電気刺激が脳卒中後の神経可塑性
に関連する生化学的因子に与える効果 910 

荒木　　優 第２内科学 高齢慢性心不全患者における心臓リハビリ
テーション中断の影響 520 

森　　晃爾 産業保健経営
学

プレゼンティーイズム評価によるスクリーニ
ングと事後措置介入の有効性の検証 1,820 

科学研究費助成事業採択状況
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※１ 補助金課題の繰越のため、新たな交付額は無し。※２ 基金課題の事業期間延長・再延長のため、新たな交付額は無し。

合計　　　　　　　　　　　167件　　209,900千円（間接経費を含む）

（研究支援課）

基盤研究（C)（新規）
李　　云善 職業性腫瘍学 酸化ストレスの視点から見たメンタルストレ

スバイオマーカーの探索 1,430 

吉村　充弘 第１生理学 人工受容体遺伝子導入による内因性オキシト
シンの疼痛受容・調節機構の解明 1,430 

日笠　弘基 生化学 炎症性サイトカインILー1を起点とする新規
シグナル軸の解明と線維化・がんとの関連 1,560 

齋藤　光正 微生物学 独創的なマウスモデルを用いた劇症型レンサ
球菌感染症の細菌側の発症メカニズムの解明 1,820 

森田健太郎 免疫学・寄生
虫学

ネズミ中殖条虫およびその分泌排泄物質によ
る免疫疾患抑制機構の解析 1,300 

川口　貴子 呼吸器内科学 疾患進行を示す膠原病関連間質性肺疾患の画
像解析：胸部CTの新たな診断基準の策定 2,990 

中西　　司 血液内科 白血病細胞に対するステロイド様抗がん剤抵
抗性の機序解明から個別化診断への応用 1,560 

原田　　大 第３内科学 非ウイルス性肝疾患でのオートファジーなら
びに封入体形成の意義 1,820 

森本　景之 第２解剖学 何故、インフラマソームは多彩なdanger 
signalに応答できるのか？ 2,340 

土井　知光 分子生物学 消化管上皮幹細胞における古典的WNTシグナ
ル伝達経路の多様性に関する研究 1,300 

馬場　良子 第２解剖学 パネート細胞の性状変化は炎症性腸疾患の起
点となるか？―幼弱パネート細胞との関連 1,690 

森　　將鷹 第２外科学 CTC-chipからの循環腫瘍細胞単離と遺伝子
変異検索の臨床的有用性 1,820 

平田　敬治 第１外科学 ヒアルロン酸代謝亢進フェノタイプとHippo
シグナルを介した膵癌悪性化メカニズム 1,430 

佐藤　典宏 第１外科学 ヒアルロン酸分解酵素TMEM2の膵癌悪性化
と微少環境ストレス耐性獲得における役割 1,430 

堀下　貴文 麻酔科学 新規鎮痛薬・鎮痛法開発を目指したNav1.7
機能喪失型先天性無痛症の病態機序解明 1,430 

基盤研究（C)（新規）
原　　幸治 手術部 神経障害性疼痛制御における中枢神経スフィ

ンゴシン1リン酸シグナル伝達系の役割 1,820 

善家　雄吉 救急医学 MRSA骨軟部感染症に対する持続局所抗菌薬
灌流療法の最適化のための微生物学的検証 1,170 

中村英一郎 整形外科学 ロコモティブシンドロームと転倒の発生要因
と相互作用の解明：縦断調査と介入研究 1,950 

吉野　　潔 産科婦人科学 子宮頸部小細胞癌の臨床病理学的解析と治療
抵抗性メカニズムの解明 1,690 

荒木　俊介 小児科学 医療的ケア児の家族の就労を支援する方策と
支援策の効果指標の策定 1,560 

原田有理沙 両立支援科学 両立支援における疾患毎の復職課題と休業期
間との関連性の解明 1,300 

山口　恭平 成人・老年看
護学

看護師のワーク・エンゲイジメントを向上さ
せるためのプログラム開発 780 

岡田なぎさ 基礎看護学 看護師が活き活き労働生活を送るための要因
の検討 1,300 

仲前美由紀 基礎看護学 高齢者自身で脱水状態を評価する指標開発の
ための基礎的研究 1,820 

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線機器を用いた「患者見守りシステム」の
開発：患者の安全性確保と看護負担軽減 1,820 

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

肘部管症候群における術中末梢神経電気刺激
療法ー神経再生とBDNF遺伝子多型ー 910 

佐伯　　覚 リハビリテー
ション医学

非特異的慢性腰痛に対する中枢性電気刺激の
除痛効果に関する研究 1,820 

上野　　晋 職業性中毒学 がん悪液質性心機能障害の病態生理の解明と
運動および栄養介入による新規治療法の開発 1,690 

河村　洋子 安全衛生マネ
ジメント学

Psychodrama方法論を用いた職域集団禁煙
支援プログラムの開発と評価 520 

坂口　怜子 生体物質化学 トランスファーRNA修飾酵素によるタンパク
質品質管理機構の解明 1,560 

基盤研究（C)（継続）
竹内　正明 臨床検査・輸

血部
３次元心エコーを用いた左室・左房容量比の
予後予測能に関する検討 650 

落合　信寿 眼科学 色覚の多様性に配慮した安全色のリスク認知
に関する実証的検討 1,170 

石松　維世 作業環境計測
制御学

浮遊細菌数とエンドトキシン量に基づく室内
のグラム陰性細菌曝露リスクの把握 1,040 

馬田　敏幸 アイソトープ
研究センター

発がん高感受性モデルマウスを用いたトリチ
ウムの生態影響評価 1,820 

北川　恭子 衛生学 鉄過剰による血球分化障害の新規機序の解明
を基盤とした鉄剤長期使用の健康影響の検証 1,560 

高橋　富美 薬理学 GSK-3活性化作用に基づいた心臓線維化抑制
薬開発に向けた基盤研究 1,300 

福田　和正 微生物学 ヒト気道に潜む新規微生物(IOLA)の培養法の
確立と遺伝的多様性の解明 1,430 

三村　恭弘 生化学 IRAK1が活性化する Wnt/β-catenin経路に
よる発がん機構の解明 780 

青木　隆敏 放射線科学 CT検診画像および総合健診データによる生活
習慣と関連した骨折リスク評価研究 1,170 

大栗　隆行 放射線科学 高精度な電磁界シミュレーション技術を用い
た新たな温熱療法の開発 780 

楠原　浩一 小児科学 次世代シーケンサーとクローンライブラリー
法によるPFAPA症候群の咽頭細菌叢解析 1,300 

遠藤　元誉 分子生物学 肺組織幹細胞の制御を応用した新規肺損傷治
療法開発 1,300 

中山田真吾 第１内科学 ヘルパーT細胞におけるエピゲノム記憶の人
為的修復によるSLE新規治療戦略の創出 1,300 

鈴木　仁士 整形外科学 バゾプレッシンを可視化した遺伝子改変動物
を用いた神経障害性疼痛機構の解明 1,560 

酒井　昭典 整形外科学 荷重増減下での骨-筋連関における分子メカニ
ズムの解明とその制御法の開発 1,040 

近藤　寛之 眼科学 黄斑低形成の臨床的および分子生物学的検討 1,690 

基盤研究（C)（継続）
東　　華岳 第１解剖学 転移がん発症に及ぼす咀嚼刺激の影響 1,430 

永田　竜朗 眼科学 医療従事者を対象とした放射線白内障自動診
断システム構築及び放射線防護教育の実践 1,170 

宮内　博幸 作業環境計測
制御学

インジウムの個人サンプラ－を用いた測定の
有効性について 650 

永田　昌子 産業保健経営
学 ADHDの傾向を有する労働者のコホート調査 780 

辻　　慶子 基礎看護学 高齢者が「高齢者に作り変えられる」社会環
境要因に関する実証研究 1,430 

松浦　祐介 広域・発達看
護学

婦人科がん患者の就労支援　－保健師教育プ
ログラムとスマートフォンアプリの開発－ 650 

松嶋　康之 リハビリテー
ション医学

末梢性の上肢麻痺に対する経頭蓋直流電気刺
激療法の効果についての研究 1,170 

安達　泰弘 第１解剖学 脂肪酸結合タンパク（FABP）による胸腺上
皮細胞の機能制御 1,040 

香﨑　正宙 放射線衛生管
理学

がん細胞の特殊なDNA修復活性化機序を標的
とした革新的治療薬の開発 1,300 

久米惠一郎 第３内科学 全ての操作を遠隔化した消化器内視鏡治療ロ
ボットの開発 1,560 

樋口有理可 医科物理学 ケンタウルスの軌道進化と太陽系内物質輸送 1,040 

東　　秀憲 労働衛生工学 帯電ナノ液滴の蒸発ダイナミクスおよび生成
イオンの動態解析 650 

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職の不安定性が労働者の健康に及ぼす影響：
緩衝要因の検討を含めた前向きコホート研究 0※2

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職場における心理社会的安全風土が労働者の
健康に及ぼす影響に関するコホート研究 1,560 

中富　満城 人間情報科学 歯胚形成過程における一次繊毛の機能の新規
探索 1,929 

挑戦的研究（萌芽)（継続）
吉田　安宏 免疫学・寄生

虫学
COPD早期発見のための簡便法開発を目指し
たクロットバイオプシーの確立 2,080 

若手研究（B)（継続）
本間　雄一 第３内科学 細胞ストレス防御機構の阻害を介したソラ

フェニブの抗腫瘍効果 0※2

若手研究（新規）
赤田憲太朗 感染制御部 サルコイドーシスの疾患進行における肺胞マ

クロファージフェノタイプの役割の検討 1,040 

豊田　知子 神経内科学 進行性ミオクローヌスてんかんの進行を止め
る病態抑止治療の開発 2,600 

小西　勇輝 精神医学 ADHD患者の運転技能に与える影響の検討－
新たな臨床指標の開発に向けて－ 1,820 

井手　　智 放射線科学 マルチパラメトリックMRIによる中枢神経
ループスの活動性バイオマーカーの創出 2,340 

久間　昭寛 腎センター 尿素トランスポーターを標的とした尿素依存
性浸透圧利尿薬の新機序解明 2,470 

若手研究（新規）
篠原　伸二 第２外科学 悪性胸膜中皮腫におけるがん免疫微小環境に

基づく治療戦略の構築 1,560 

山本　　忍 作業環境計測
制御学

感作性物質o-フタルアルデヒドの職業性曝露
限界値の導出と曝露低減対策 1,690 

日野亜弥子 産業精神保健
学

長時間労働と労働者の心身の健康との関連：
ウエアラブル端末を用いたメカニズムの解明 1,040 

富﨑　一向 泌尿器科学 泌尿器がん休業者に対する両立支援の最適化
と支援効果の検証 1,040 

金城　泰幸 産科婦人科学 妊娠と出産が就労に与える身体的・社会的影
響についての研究 1,040 

研究活動スタート支援（継続）
田中　里枝 衛生学 勤労世代の健康格差解消に向けた職業ごとの

食生活決定因子の解明と健康教育への応用 0※2

園田　里美 第１内科学 化学遺伝学的手法を応用したオキシトシンと
摂食の概日リズム・食嗜好性連関の解明 1,430 

厚井　志郎 第１外科学 膵癌における組織および消化管microbiome
の関連性解明と診断治療への応用 1,430 

宮原　　敏 微生物学 菌の動態と宿主の病理組織学的変化に着眼し
たレプトスピラ感染症の重症化機構の解明 1,430 

研究活動スタート支援（継続）
松垣竜太郎 公衆衛生学 新型コロナウイルス感染症拡大が介護保険下

のリハビリテーションの提供に与えた影響 1,430 

石丸　知宏 環境疫学 高齢労働者の転倒予防に資するタイの農業従
事者の身体機能と転倒災害のコホート研究 1,430 

古村　沙織 基礎看護学 看護学生のインシデントに対する看護教員の
かかわりの実態と関連要因 385 

若手研究（継続）
宮川恒一郎 第３内科学 非アルコール性脂肪肝におけるオートファ

ジー障害機序の解明-カルシウム動態の関与- 0※2

林　　倫留 第３内科学 NAFLD/NASHにおける小胞体ストレス及び
オートファジー関連機序の解明 0※2

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線ネットワークによる患者見守りシステム
の開発 0※2

中谷　淳子 産業・地域看
護学

中小規模事業所のメンタルヘルス対策におけ
る保健師の活動指針の開発 0※2

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

Martin-Gruber吻合における吻合枝の運動単
位数と神経再生への寄与解明 0※2

村岡　秀崇 第２内科学 透析患者の低栄養状態が冠動脈ステント留置
後の責任・非責任病変に及ぼす影響 260 

宮岡　　亮 脳神経外科学 くも膜下出血後の脳損傷に対する5-アミノレ
ブリン酸の治療効果の検討 780 

名部　裕介 第２外科学 肺癌におけるEMTを起こした循環腫瘍細胞の
臨床的意義と転移メカニズムの解明 2,730 

川端　宏樹 呼吸器内科学 慢性好酸球性肺炎における好酸球特異的自己
抗体の検索 1,170 

宮﨑　佑介 第１内科学 ヘルパーT細胞を介した免疫誘導性間葉転換
のエピゲノム制御による免疫難病の新規治療 1,040 

田中　健一 第１内科学 終末糖化産物を介した低骨代謝回転型糖尿病
性骨粗鬆症の分子制御機構の解明と治療応用 1,300 

屏　　壮史 第２内科学 収縮後期僧帽弁逸脱に及ぼす弁形成術の効果：
一次性弁輪拡大による二次性逸脱の可能性 650 

塚本　　学 整形外科学 慢性閉塞性肺疾患（COPD）に合併する骨粗
鬆症の病態メカニズム解明 910 

田島　貴文 整形外科学 ALDH2遺伝子多型におけるHR-pQCTを用い
た骨微細構造と骨形成促進剤の関連 1,170 

大久保淳一 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

喉頭癌・下咽頭癌患者におけるCRT後再発救
済手術後合併症リスクの客観的評価法 0※2

福田　智文 小児科学 重症心身障害児（者）の理想的な定期入院体
制を解明する研究 520 

友永　泰介 呼吸病態学 アスベスト関連疾患の早期診断・指標の開
発：エクソソーム内包microRNAの解析 910 

姜　　　英 健康開発科学 勤労世代における加熱式タバコの使用実態調
査およびその使用者の対応マニュアルの作成 1,430 

永田　智久 産業保健経営
学

生活習慣病の治療状況と脳・心臓疾患の発症
および医療費に関する職域コホート研究 1,430 

萩原　智子 成人・老年看
護学

化学療法を継続する進行肺がん患者の療養生
活を支援する看護教育プログラムの評価 390 

岩瀧　麻衣 第２内科学 左室拡大合併による僧帽弁逸脱の偽正常化現
象 650 

若手研究（継続）
原田　大史 産科婦人科学 がん微小環境の制御による腫瘍細胞の分化転

換 650 

山﨑　　啓 呼吸器内科学 マクロファージ貪食能に基づく肺非結核性抗
酸菌症の新たな治療戦略 1,300 

草永　真志 第3内科学 肝細胞における銅や遊離脂肪酸による細胞障
害に対する亜鉛の保護作用の検討 1,690 

田原　正浩 呼吸器内科学 PD-1/Tim-3発現T細胞に着目したがん免疫
療法関連薬剤性肺炎の機序解明 1,950 

池上　博昭 呼吸器内科学 慢性肺アスペルギルス症の病態における細菌
叢、宿主因子としてマクロファージの検討 1,690 

佐々木奈津子 皮膚科学 炎症性皮膚疾患と骨との免疫学的なクロス
トークの解析 2,080 

元　　舞子 第１内科学 B細胞ミトコンドリアグルタミン代謝制御に
よる1型糖尿病治療への応用 1,300 

宇都宮　啓 整形外科学 股関節安定性メカニズムの解明ー股関節鏡視
下手術の健全な普及のためにー 1,040 

山中　芳亮 整形外科学 インスリン受容体基質に着目した2型糖尿病
に伴う組織線維化機序の解明と予防 1,560 

松浦　孝紀 整形外科学 生理活性物質・神経回路・加齢の視点からの
アプローチによる慢性疼痛メカニズム解明 1,170 

後藤　元秀 職業性中毒学 交替勤務従事者に生じる概日リズム障害の改
善を目指した新たな動物モデルの確立 1,040 

原　可奈子 呼吸器内科学 有機高分子化合物の肺への有害性の検証 1,300 

田中　里枝 衛生学 勤労世代の職業的背景に基づいた食生活質問
票の開発と医療・産業保健現場での応用 260 

二宮　正樹 リハビリテー
ション医学

真のICU-AWの発症率と予後とは　～電気生
理学的，形態学的検討～ 1,040 

越智　 光宏 リハビリテー
ション医学

手指を対象とした末梢効果器型訓練支援ロ
ボットの開発と臨床適応に関する研究 1,300 

赤司　　純 第２内科学 左室収縮不全における僧帽弁尖組織延長の心
不全軽減効果:3次元心エコー法による検討 650 

鍋嶋　洋裕 第２内科学 3次元心エコー図を用いた奇異性低圧較差重
症大動脈弁狭窄症における自然歴の解明 650 

江口　　尚 産業精神保健
学

労働者コホートによる職場の差別が障害や疾
病と精神的健康との関係に与える影響の解明 1,170 

森　　朋有 総合診療科 在留外国人にとっての医療問題は医療者との
熟議でどこまで解決可能か？ 1,170 

百瀬　裕一 第２内科学 原因/感受性遺伝子Hot-Spot変異導入モデル
を用いた肺高血圧症の分子病態解明 2,316 

基盤研究（C)（新規）
李　　云善 職業性腫瘍学 酸化ストレスの視点から見たメンタルストレ

スバイオマーカーの探索 1,430 

吉村　充弘 第１生理学 人工受容体遺伝子導入による内因性オキシト
シンの疼痛受容・調節機構の解明 1,430 

日笠　弘基 生化学 炎症性サイトカインILー1を起点とする新規
シグナル軸の解明と線維化・がんとの関連 1,560 

齋藤　光正 微生物学 独創的なマウスモデルを用いた劇症型レンサ
球菌感染症の細菌側の発症メカニズムの解明 1,820 

森田健太郎 免疫学・寄生
虫学

ネズミ中殖条虫およびその分泌排泄物質によ
る免疫疾患抑制機構の解析 1,300 

川口　貴子 呼吸器内科学 疾患進行を示す膠原病関連間質性肺疾患の画
像解析：胸部CTの新たな診断基準の策定 2,990 

中西　　司 血液内科 白血病細胞に対するステロイド様抗がん剤抵
抗性の機序解明から個別化診断への応用 1,560 

原田　　大 第３内科学 非ウイルス性肝疾患でのオートファジーなら
びに封入体形成の意義 1,820 

森本　景之 第２解剖学 何故、インフラマソームは多彩なdanger 
signalに応答できるのか？ 2,340 

土井　知光 分子生物学 消化管上皮幹細胞における古典的WNTシグナ
ル伝達経路の多様性に関する研究 1,300 

馬場　良子 第２解剖学 パネート細胞の性状変化は炎症性腸疾患の起
点となるか？―幼弱パネート細胞との関連 1,690 

森　　將鷹 第２外科学 CTC-chipからの循環腫瘍細胞単離と遺伝子
変異検索の臨床的有用性 1,820 

平田　敬治 第１外科学 ヒアルロン酸代謝亢進フェノタイプとHippo
シグナルを介した膵癌悪性化メカニズム 1,430 

佐藤　典宏 第１外科学 ヒアルロン酸分解酵素TMEM2の膵癌悪性化
と微少環境ストレス耐性獲得における役割 1,430 

堀下　貴文 麻酔科学 新規鎮痛薬・鎮痛法開発を目指したNav1.7
機能喪失型先天性無痛症の病態機序解明 1,430 

基盤研究（C)（新規）
原　　幸治 手術部 神経障害性疼痛制御における中枢神経スフィ

ンゴシン1リン酸シグナル伝達系の役割 1,820 

善家　雄吉 救急医学 MRSA骨軟部感染症に対する持続局所抗菌薬
灌流療法の最適化のための微生物学的検証 1,170 

中村英一郎 整形外科学 ロコモティブシンドロームと転倒の発生要因
と相互作用の解明：縦断調査と介入研究 1,950 

吉野　　潔 産科婦人科学 子宮頸部小細胞癌の臨床病理学的解析と治療
抵抗性メカニズムの解明 1,690 

荒木　俊介 小児科学 医療的ケア児の家族の就労を支援する方策と
支援策の効果指標の策定 1,560 

原田有理沙 両立支援科学 両立支援における疾患毎の復職課題と休業期
間との関連性の解明 1,300 

山口　恭平 成人・老年看
護学

看護師のワーク・エンゲイジメントを向上さ
せるためのプログラム開発 780 

岡田なぎさ 基礎看護学 看護師が活き活き労働生活を送るための要因
の検討 1,300 

仲前美由紀 基礎看護学 高齢者自身で脱水状態を評価する指標開発の
ための基礎的研究 1,820 

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線機器を用いた「患者見守りシステム」の
開発：患者の安全性確保と看護負担軽減 1,820 

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

肘部管症候群における術中末梢神経電気刺激
療法ー神経再生とBDNF遺伝子多型ー 910 

佐伯　　覚 リハビリテー
ション医学

非特異的慢性腰痛に対する中枢性電気刺激の
除痛効果に関する研究 1,820 

上野　　晋 職業性中毒学 がん悪液質性心機能障害の病態生理の解明と
運動および栄養介入による新規治療法の開発 1,690 

河村　洋子 安全衛生マネ
ジメント学

Psychodrama方法論を用いた職域集団禁煙
支援プログラムの開発と評価 520 

坂口　怜子 生体物質化学 トランスファーRNA修飾酵素によるタンパク
質品質管理機構の解明 1,560 

基盤研究（C)（継続）
竹内　正明 臨床検査・輸

血部
３次元心エコーを用いた左室・左房容量比の
予後予測能に関する検討 650 

落合　信寿 眼科学 色覚の多様性に配慮した安全色のリスク認知
に関する実証的検討 1,170 

石松　維世 作業環境計測
制御学

浮遊細菌数とエンドトキシン量に基づく室内
のグラム陰性細菌曝露リスクの把握 1,040 

馬田　敏幸 アイソトープ
研究センター

発がん高感受性モデルマウスを用いたトリチ
ウムの生態影響評価 1,820 

北川　恭子 衛生学 鉄過剰による血球分化障害の新規機序の解明
を基盤とした鉄剤長期使用の健康影響の検証 1,560 

高橋　富美 薬理学 GSK-3活性化作用に基づいた心臓線維化抑制
薬開発に向けた基盤研究 1,300 

福田　和正 微生物学 ヒト気道に潜む新規微生物(IOLA)の培養法の
確立と遺伝的多様性の解明 1,430 

三村　恭弘 生化学 IRAK1が活性化する Wnt/β-catenin経路に
よる発がん機構の解明 780 

青木　隆敏 放射線科学 CT検診画像および総合健診データによる生活
習慣と関連した骨折リスク評価研究 1,170 

大栗　隆行 放射線科学 高精度な電磁界シミュレーション技術を用い
た新たな温熱療法の開発 780 

楠原　浩一 小児科学 次世代シーケンサーとクローンライブラリー
法によるPFAPA症候群の咽頭細菌叢解析 1,300 

遠藤　元誉 分子生物学 肺組織幹細胞の制御を応用した新規肺損傷治
療法開発 1,300 

中山田真吾 第１内科学 ヘルパーT細胞におけるエピゲノム記憶の人
為的修復によるSLE新規治療戦略の創出 1,300 

鈴木　仁士 整形外科学 バゾプレッシンを可視化した遺伝子改変動物
を用いた神経障害性疼痛機構の解明 1,560 

酒井　昭典 整形外科学 荷重増減下での骨-筋連関における分子メカニ
ズムの解明とその制御法の開発 1,040 

近藤　寛之 眼科学 黄斑低形成の臨床的および分子生物学的検討 1,690 

基盤研究（C)（継続）
東　　華岳 第１解剖学 転移がん発症に及ぼす咀嚼刺激の影響 1,430 

永田　竜朗 眼科学 医療従事者を対象とした放射線白内障自動診
断システム構築及び放射線防護教育の実践 1,170 

宮内　博幸 作業環境計測
制御学

インジウムの個人サンプラ－を用いた測定の
有効性について 650 

永田　昌子 産業保健経営
学 ADHDの傾向を有する労働者のコホート調査 780 

辻　　慶子 基礎看護学 高齢者が「高齢者に作り変えられる」社会環
境要因に関する実証研究 1,430 

松浦　祐介 広域・発達看
護学

婦人科がん患者の就労支援　－保健師教育プ
ログラムとスマートフォンアプリの開発－ 650 

松嶋　康之 リハビリテー
ション医学

末梢性の上肢麻痺に対する経頭蓋直流電気刺
激療法の効果についての研究 1,170 

安達　泰弘 第１解剖学 脂肪酸結合タンパク（FABP）による胸腺上
皮細胞の機能制御 1,040 

香﨑　正宙 放射線衛生管
理学

がん細胞の特殊なDNA修復活性化機序を標的
とした革新的治療薬の開発 1,300 

久米惠一郎 第３内科学 全ての操作を遠隔化した消化器内視鏡治療ロ
ボットの開発 1,560 

樋口有理可 医科物理学 ケンタウルスの軌道進化と太陽系内物質輸送 1,040 

東　　秀憲 労働衛生工学 帯電ナノ液滴の蒸発ダイナミクスおよび生成
イオンの動態解析 650 

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職の不安定性が労働者の健康に及ぼす影響：
緩衝要因の検討を含めた前向きコホート研究 0※2

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職場における心理社会的安全風土が労働者の
健康に及ぼす影響に関するコホート研究 1,560 

中富　満城 人間情報科学 歯胚形成過程における一次繊毛の機能の新規
探索 1,929 

挑戦的研究（萌芽)（継続）
吉田　安宏 免疫学・寄生

虫学
COPD早期発見のための簡便法開発を目指し
たクロットバイオプシーの確立 2,080 

若手研究（B)（継続）
本間　雄一 第３内科学 細胞ストレス防御機構の阻害を介したソラ

フェニブの抗腫瘍効果 0※2

若手研究（新規）
赤田憲太朗 感染制御部 サルコイドーシスの疾患進行における肺胞マ

クロファージフェノタイプの役割の検討 1,040 

豊田　知子 神経内科学 進行性ミオクローヌスてんかんの進行を止め
る病態抑止治療の開発 2,600 

小西　勇輝 精神医学 ADHD患者の運転技能に与える影響の検討－
新たな臨床指標の開発に向けて－ 1,820 

井手　　智 放射線科学 マルチパラメトリックMRIによる中枢神経
ループスの活動性バイオマーカーの創出 2,340 

久間　昭寛 腎センター 尿素トランスポーターを標的とした尿素依存
性浸透圧利尿薬の新機序解明 2,470 

若手研究（新規）
篠原　伸二 第２外科学 悪性胸膜中皮腫におけるがん免疫微小環境に

基づく治療戦略の構築 1,560 

山本　　忍 作業環境計測
制御学

感作性物質o-フタルアルデヒドの職業性曝露
限界値の導出と曝露低減対策 1,690 

日野亜弥子 産業精神保健
学

長時間労働と労働者の心身の健康との関連：
ウエアラブル端末を用いたメカニズムの解明 1,040 

富﨑　一向 泌尿器科学 泌尿器がん休業者に対する両立支援の最適化
と支援効果の検証 1,040 

金城　泰幸 産科婦人科学 妊娠と出産が就労に与える身体的・社会的影
響についての研究 1,040 

研究活動スタート支援（継続）
田中　里枝 衛生学 勤労世代の健康格差解消に向けた職業ごとの

食生活決定因子の解明と健康教育への応用 0※2

園田　里美 第１内科学 化学遺伝学的手法を応用したオキシトシンと
摂食の概日リズム・食嗜好性連関の解明 1,430 

厚井　志郎 第１外科学 膵癌における組織および消化管microbiome
の関連性解明と診断治療への応用 1,430 

宮原　　敏 微生物学 菌の動態と宿主の病理組織学的変化に着眼し
たレプトスピラ感染症の重症化機構の解明 1,430 

研究活動スタート支援（継続）
松垣竜太郎 公衆衛生学 新型コロナウイルス感染症拡大が介護保険下

のリハビリテーションの提供に与えた影響 1,430 

石丸　知宏 環境疫学 高齢労働者の転倒予防に資するタイの農業従
事者の身体機能と転倒災害のコホート研究 1,430 

古村　沙織 基礎看護学 看護学生のインシデントに対する看護教員の
かかわりの実態と関連要因 385 

若手研究（継続）
宮川恒一郎 第３内科学 非アルコール性脂肪肝におけるオートファ

ジー障害機序の解明-カルシウム動態の関与- 0※2

林　　倫留 第３内科学 NAFLD/NASHにおける小胞体ストレス及び
オートファジー関連機序の解明 0※2

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線ネットワークによる患者見守りシステム
の開発 0※2

中谷　淳子 産業・地域看
護学

中小規模事業所のメンタルヘルス対策におけ
る保健師の活動指針の開発 0※2

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

Martin-Gruber吻合における吻合枝の運動単
位数と神経再生への寄与解明 0※2

村岡　秀崇 第２内科学 透析患者の低栄養状態が冠動脈ステント留置
後の責任・非責任病変に及ぼす影響 260 

宮岡　　亮 脳神経外科学 くも膜下出血後の脳損傷に対する5-アミノレ
ブリン酸の治療効果の検討 780 

名部　裕介 第２外科学 肺癌におけるEMTを起こした循環腫瘍細胞の
臨床的意義と転移メカニズムの解明 2,730 

川端　宏樹 呼吸器内科学 慢性好酸球性肺炎における好酸球特異的自己
抗体の検索 1,170 

宮﨑　佑介 第１内科学 ヘルパーT細胞を介した免疫誘導性間葉転換
のエピゲノム制御による免疫難病の新規治療 1,040 

田中　健一 第１内科学 終末糖化産物を介した低骨代謝回転型糖尿病
性骨粗鬆症の分子制御機構の解明と治療応用 1,300 

屏　　壮史 第２内科学 収縮後期僧帽弁逸脱に及ぼす弁形成術の効果：
一次性弁輪拡大による二次性逸脱の可能性 650 

塚本　　学 整形外科学 慢性閉塞性肺疾患（COPD）に合併する骨粗
鬆症の病態メカニズム解明 910 

田島　貴文 整形外科学 ALDH2遺伝子多型におけるHR-pQCTを用い
た骨微細構造と骨形成促進剤の関連 1,170 

大久保淳一 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

喉頭癌・下咽頭癌患者におけるCRT後再発救
済手術後合併症リスクの客観的評価法 0※2

福田　智文 小児科学 重症心身障害児（者）の理想的な定期入院体
制を解明する研究 520 

友永　泰介 呼吸病態学 アスベスト関連疾患の早期診断・指標の開
発：エクソソーム内包microRNAの解析 910 

姜　　　英 健康開発科学 勤労世代における加熱式タバコの使用実態調
査およびその使用者の対応マニュアルの作成 1,430 

永田　智久 産業保健経営
学

生活習慣病の治療状況と脳・心臓疾患の発症
および医療費に関する職域コホート研究 1,430 

萩原　智子 成人・老年看
護学

化学療法を継続する進行肺がん患者の療養生
活を支援する看護教育プログラムの評価 390 

岩瀧　麻衣 第２内科学 左室拡大合併による僧帽弁逸脱の偽正常化現
象 650 

若手研究（継続）
原田　大史 産科婦人科学 がん微小環境の制御による腫瘍細胞の分化転

換 650 

山﨑　　啓 呼吸器内科学 マクロファージ貪食能に基づく肺非結核性抗
酸菌症の新たな治療戦略 1,300 

草永　真志 第3内科学 肝細胞における銅や遊離脂肪酸による細胞障
害に対する亜鉛の保護作用の検討 1,690 

田原　正浩 呼吸器内科学 PD-1/Tim-3発現T細胞に着目したがん免疫
療法関連薬剤性肺炎の機序解明 1,950 

池上　博昭 呼吸器内科学 慢性肺アスペルギルス症の病態における細菌
叢、宿主因子としてマクロファージの検討 1,690 

佐々木奈津子 皮膚科学 炎症性皮膚疾患と骨との免疫学的なクロス
トークの解析 2,080 

元　　舞子 第１内科学 B細胞ミトコンドリアグルタミン代謝制御に
よる1型糖尿病治療への応用 1,300 

宇都宮　啓 整形外科学 股関節安定性メカニズムの解明ー股関節鏡視
下手術の健全な普及のためにー 1,040 

山中　芳亮 整形外科学 インスリン受容体基質に着目した2型糖尿病
に伴う組織線維化機序の解明と予防 1,560 

松浦　孝紀 整形外科学 生理活性物質・神経回路・加齢の視点からの
アプローチによる慢性疼痛メカニズム解明 1,170 

後藤　元秀 職業性中毒学 交替勤務従事者に生じる概日リズム障害の改
善を目指した新たな動物モデルの確立 1,040 

原　可奈子 呼吸器内科学 有機高分子化合物の肺への有害性の検証 1,300 

田中　里枝 衛生学 勤労世代の職業的背景に基づいた食生活質問
票の開発と医療・産業保健現場での応用 260 

二宮　正樹 リハビリテー
ション医学

真のICU-AWの発症率と予後とは　～電気生
理学的，形態学的検討～ 1,040 

越智　 光宏 リハビリテー
ション医学

手指を対象とした末梢効果器型訓練支援ロ
ボットの開発と臨床適応に関する研究 1,300 

赤司　　純 第２内科学 左室収縮不全における僧帽弁尖組織延長の心
不全軽減効果:3次元心エコー法による検討 650 

鍋嶋　洋裕 第２内科学 3次元心エコー図を用いた奇異性低圧較差重
症大動脈弁狭窄症における自然歴の解明 650 

江口　　尚 産業精神保健
学

労働者コホートによる職場の差別が障害や疾
病と精神的健康との関係に与える影響の解明 1,170 

森　　朋有 総合診療科 在留外国人にとっての医療問題は医療者との
熟議でどこまで解決可能か？ 1,170 

百瀬　裕一 第２内科学 原因/感受性遺伝子Hot-Spot変異導入モデル
を用いた肺高血圧症の分子病態解明 2,316 

科学研究費助成事業採択状況
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※１ 補助金課題の繰越のため、新たな交付額は無し。※２ 基金課題の事業期間延長・再延長のため、新たな交付額は無し。

合計　　　　　　　　　　　167件　　209,900千円（間接経費を含む）

（研究支援課）

基盤研究（C)（新規）
李　　云善 職業性腫瘍学 酸化ストレスの視点から見たメンタルストレ

スバイオマーカーの探索 1,430 

吉村　充弘 第１生理学 人工受容体遺伝子導入による内因性オキシト
シンの疼痛受容・調節機構の解明 1,430 

日笠　弘基 生化学 炎症性サイトカインILー1を起点とする新規
シグナル軸の解明と線維化・がんとの関連 1,560 

齋藤　光正 微生物学 独創的なマウスモデルを用いた劇症型レンサ
球菌感染症の細菌側の発症メカニズムの解明 1,820 

森田健太郎 免疫学・寄生
虫学

ネズミ中殖条虫およびその分泌排泄物質によ
る免疫疾患抑制機構の解析 1,300 

川口　貴子 呼吸器内科学 疾患進行を示す膠原病関連間質性肺疾患の画
像解析：胸部CTの新たな診断基準の策定 2,990 

中西　　司 血液内科 白血病細胞に対するステロイド様抗がん剤抵
抗性の機序解明から個別化診断への応用 1,560 

原田　　大 第３内科学 非ウイルス性肝疾患でのオートファジーなら
びに封入体形成の意義 1,820 

森本　景之 第２解剖学 何故、インフラマソームは多彩なdanger 
signalに応答できるのか？ 2,340 

土井　知光 分子生物学 消化管上皮幹細胞における古典的WNTシグナ
ル伝達経路の多様性に関する研究 1,300 

馬場　良子 第２解剖学 パネート細胞の性状変化は炎症性腸疾患の起
点となるか？―幼弱パネート細胞との関連 1,690 

森　　將鷹 第２外科学 CTC-chipからの循環腫瘍細胞単離と遺伝子
変異検索の臨床的有用性 1,820 

平田　敬治 第１外科学 ヒアルロン酸代謝亢進フェノタイプとHippo
シグナルを介した膵癌悪性化メカニズム 1,430 

佐藤　典宏 第１外科学 ヒアルロン酸分解酵素TMEM2の膵癌悪性化
と微少環境ストレス耐性獲得における役割 1,430 

堀下　貴文 麻酔科学 新規鎮痛薬・鎮痛法開発を目指したNav1.7
機能喪失型先天性無痛症の病態機序解明 1,430 

基盤研究（C)（新規）
原　　幸治 手術部 神経障害性疼痛制御における中枢神経スフィ

ンゴシン1リン酸シグナル伝達系の役割 1,820 

善家　雄吉 救急医学 MRSA骨軟部感染症に対する持続局所抗菌薬
灌流療法の最適化のための微生物学的検証 1,170 

中村英一郎 整形外科学 ロコモティブシンドロームと転倒の発生要因
と相互作用の解明：縦断調査と介入研究 1,950 

吉野　　潔 産科婦人科学 子宮頸部小細胞癌の臨床病理学的解析と治療
抵抗性メカニズムの解明 1,690 

荒木　俊介 小児科学 医療的ケア児の家族の就労を支援する方策と
支援策の効果指標の策定 1,560 

原田有理沙 両立支援科学 両立支援における疾患毎の復職課題と休業期
間との関連性の解明 1,300 

山口　恭平 成人・老年看
護学

看護師のワーク・エンゲイジメントを向上さ
せるためのプログラム開発 780 

岡田なぎさ 基礎看護学 看護師が活き活き労働生活を送るための要因
の検討 1,300 

仲前美由紀 基礎看護学 高齢者自身で脱水状態を評価する指標開発の
ための基礎的研究 1,820 

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線機器を用いた「患者見守りシステム」の
開発：患者の安全性確保と看護負担軽減 1,820 

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

肘部管症候群における術中末梢神経電気刺激
療法ー神経再生とBDNF遺伝子多型ー 910 

佐伯　　覚 リハビリテー
ション医学

非特異的慢性腰痛に対する中枢性電気刺激の
除痛効果に関する研究 1,820 

上野　　晋 職業性中毒学 がん悪液質性心機能障害の病態生理の解明と
運動および栄養介入による新規治療法の開発 1,690 

河村　洋子 安全衛生マネ
ジメント学

Psychodrama方法論を用いた職域集団禁煙
支援プログラムの開発と評価 520 

坂口　怜子 生体物質化学 トランスファーRNA修飾酵素によるタンパク
質品質管理機構の解明 1,560 

基盤研究（C)（継続）
竹内　正明 臨床検査・輸

血部
３次元心エコーを用いた左室・左房容量比の
予後予測能に関する検討 650 

落合　信寿 眼科学 色覚の多様性に配慮した安全色のリスク認知
に関する実証的検討 1,170 

石松　維世 作業環境計測
制御学

浮遊細菌数とエンドトキシン量に基づく室内
のグラム陰性細菌曝露リスクの把握 1,040 

馬田　敏幸 アイソトープ
研究センター

発がん高感受性モデルマウスを用いたトリチ
ウムの生態影響評価 1,820 

北川　恭子 衛生学 鉄過剰による血球分化障害の新規機序の解明
を基盤とした鉄剤長期使用の健康影響の検証 1,560 

高橋　富美 薬理学 GSK-3活性化作用に基づいた心臓線維化抑制
薬開発に向けた基盤研究 1,300 

福田　和正 微生物学 ヒト気道に潜む新規微生物(IOLA)の培養法の
確立と遺伝的多様性の解明 1,430 

三村　恭弘 生化学 IRAK1が活性化する Wnt/β-catenin経路に
よる発がん機構の解明 780 

青木　隆敏 放射線科学 CT検診画像および総合健診データによる生活
習慣と関連した骨折リスク評価研究 1,170 

大栗　隆行 放射線科学 高精度な電磁界シミュレーション技術を用い
た新たな温熱療法の開発 780 

楠原　浩一 小児科学 次世代シーケンサーとクローンライブラリー
法によるPFAPA症候群の咽頭細菌叢解析 1,300 

遠藤　元誉 分子生物学 肺組織幹細胞の制御を応用した新規肺損傷治
療法開発 1,300 

中山田真吾 第１内科学 ヘルパーT細胞におけるエピゲノム記憶の人
為的修復によるSLE新規治療戦略の創出 1,300 

鈴木　仁士 整形外科学 バゾプレッシンを可視化した遺伝子改変動物
を用いた神経障害性疼痛機構の解明 1,560 

酒井　昭典 整形外科学 荷重増減下での骨-筋連関における分子メカニ
ズムの解明とその制御法の開発 1,040 

近藤　寛之 眼科学 黄斑低形成の臨床的および分子生物学的検討 1,690 

基盤研究（C)（継続）
東　　華岳 第１解剖学 転移がん発症に及ぼす咀嚼刺激の影響 1,430 

永田　竜朗 眼科学 医療従事者を対象とした放射線白内障自動診
断システム構築及び放射線防護教育の実践 1,170 

宮内　博幸 作業環境計測
制御学

インジウムの個人サンプラ－を用いた測定の
有効性について 650 

永田　昌子 産業保健経営
学 ADHDの傾向を有する労働者のコホート調査 780 

辻　　慶子 基礎看護学 高齢者が「高齢者に作り変えられる」社会環
境要因に関する実証研究 1,430 

松浦　祐介 広域・発達看
護学

婦人科がん患者の就労支援　－保健師教育プ
ログラムとスマートフォンアプリの開発－ 650 

松嶋　康之 リハビリテー
ション医学

末梢性の上肢麻痺に対する経頭蓋直流電気刺
激療法の効果についての研究 1,170 

安達　泰弘 第１解剖学 脂肪酸結合タンパク（FABP）による胸腺上
皮細胞の機能制御 1,040 

香﨑　正宙 放射線衛生管
理学

がん細胞の特殊なDNA修復活性化機序を標的
とした革新的治療薬の開発 1,300 

久米惠一郎 第３内科学 全ての操作を遠隔化した消化器内視鏡治療ロ
ボットの開発 1,560 

樋口有理可 医科物理学 ケンタウルスの軌道進化と太陽系内物質輸送 1,040 

東　　秀憲 労働衛生工学 帯電ナノ液滴の蒸発ダイナミクスおよび生成
イオンの動態解析 650 

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職の不安定性が労働者の健康に及ぼす影響：
緩衝要因の検討を含めた前向きコホート研究 0※2

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職場における心理社会的安全風土が労働者の
健康に及ぼす影響に関するコホート研究 1,560 

中富　満城 人間情報科学 歯胚形成過程における一次繊毛の機能の新規
探索 1,929 

挑戦的研究（萌芽)（継続）
吉田　安宏 免疫学・寄生

虫学
COPD早期発見のための簡便法開発を目指し
たクロットバイオプシーの確立 2,080 

若手研究（B)（継続）
本間　雄一 第３内科学 細胞ストレス防御機構の阻害を介したソラ

フェニブの抗腫瘍効果 0※2

若手研究（新規）
赤田憲太朗 感染制御部 サルコイドーシスの疾患進行における肺胞マ

クロファージフェノタイプの役割の検討 1,040 

豊田　知子 神経内科学 進行性ミオクローヌスてんかんの進行を止め
る病態抑止治療の開発 2,600 

小西　勇輝 精神医学 ADHD患者の運転技能に与える影響の検討－
新たな臨床指標の開発に向けて－ 1,820 

井手　　智 放射線科学 マルチパラメトリックMRIによる中枢神経
ループスの活動性バイオマーカーの創出 2,340 

久間　昭寛 腎センター 尿素トランスポーターを標的とした尿素依存
性浸透圧利尿薬の新機序解明 2,470 

若手研究（新規）
篠原　伸二 第２外科学 悪性胸膜中皮腫におけるがん免疫微小環境に

基づく治療戦略の構築 1,560 

山本　　忍 作業環境計測
制御学

感作性物質o-フタルアルデヒドの職業性曝露
限界値の導出と曝露低減対策 1,690 

日野亜弥子 産業精神保健
学

長時間労働と労働者の心身の健康との関連：
ウエアラブル端末を用いたメカニズムの解明 1,040 

富﨑　一向 泌尿器科学 泌尿器がん休業者に対する両立支援の最適化
と支援効果の検証 1,040 

金城　泰幸 産科婦人科学 妊娠と出産が就労に与える身体的・社会的影
響についての研究 1,040 

研究活動スタート支援（継続）
田中　里枝 衛生学 勤労世代の健康格差解消に向けた職業ごとの

食生活決定因子の解明と健康教育への応用 0※2

園田　里美 第１内科学 化学遺伝学的手法を応用したオキシトシンと
摂食の概日リズム・食嗜好性連関の解明 1,430 

厚井　志郎 第１外科学 膵癌における組織および消化管microbiome
の関連性解明と診断治療への応用 1,430 

宮原　　敏 微生物学 菌の動態と宿主の病理組織学的変化に着眼し
たレプトスピラ感染症の重症化機構の解明 1,430 

研究活動スタート支援（継続）
松垣竜太郎 公衆衛生学 新型コロナウイルス感染症拡大が介護保険下

のリハビリテーションの提供に与えた影響 1,430 

石丸　知宏 環境疫学 高齢労働者の転倒予防に資するタイの農業従
事者の身体機能と転倒災害のコホート研究 1,430 

古村　沙織 基礎看護学 看護学生のインシデントに対する看護教員の
かかわりの実態と関連要因 385 

若手研究（継続）
宮川恒一郎 第３内科学 非アルコール性脂肪肝におけるオートファ

ジー障害機序の解明-カルシウム動態の関与- 0※2

林　　倫留 第３内科学 NAFLD/NASHにおける小胞体ストレス及び
オートファジー関連機序の解明 0※2

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線ネットワークによる患者見守りシステム
の開発 0※2

中谷　淳子 産業・地域看
護学

中小規模事業所のメンタルヘルス対策におけ
る保健師の活動指針の開発 0※2

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

Martin-Gruber吻合における吻合枝の運動単
位数と神経再生への寄与解明 0※2

村岡　秀崇 第２内科学 透析患者の低栄養状態が冠動脈ステント留置
後の責任・非責任病変に及ぼす影響 260 

宮岡　　亮 脳神経外科学 くも膜下出血後の脳損傷に対する5-アミノレ
ブリン酸の治療効果の検討 780 

名部　裕介 第２外科学 肺癌におけるEMTを起こした循環腫瘍細胞の
臨床的意義と転移メカニズムの解明 2,730 

川端　宏樹 呼吸器内科学 慢性好酸球性肺炎における好酸球特異的自己
抗体の検索 1,170 

宮﨑　佑介 第１内科学 ヘルパーT細胞を介した免疫誘導性間葉転換
のエピゲノム制御による免疫難病の新規治療 1,040 

田中　健一 第１内科学 終末糖化産物を介した低骨代謝回転型糖尿病
性骨粗鬆症の分子制御機構の解明と治療応用 1,300 

屏　　壮史 第２内科学 収縮後期僧帽弁逸脱に及ぼす弁形成術の効果：
一次性弁輪拡大による二次性逸脱の可能性 650 

塚本　　学 整形外科学 慢性閉塞性肺疾患（COPD）に合併する骨粗
鬆症の病態メカニズム解明 910 

田島　貴文 整形外科学 ALDH2遺伝子多型におけるHR-pQCTを用い
た骨微細構造と骨形成促進剤の関連 1,170 

大久保淳一 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

喉頭癌・下咽頭癌患者におけるCRT後再発救
済手術後合併症リスクの客観的評価法 0※2

福田　智文 小児科学 重症心身障害児（者）の理想的な定期入院体
制を解明する研究 520 

友永　泰介 呼吸病態学 アスベスト関連疾患の早期診断・指標の開
発：エクソソーム内包microRNAの解析 910 

姜　　　英 健康開発科学 勤労世代における加熱式タバコの使用実態調
査およびその使用者の対応マニュアルの作成 1,430 

永田　智久 産業保健経営
学

生活習慣病の治療状況と脳・心臓疾患の発症
および医療費に関する職域コホート研究 1,430 

萩原　智子 成人・老年看
護学

化学療法を継続する進行肺がん患者の療養生
活を支援する看護教育プログラムの評価 390 

岩瀧　麻衣 第２内科学 左室拡大合併による僧帽弁逸脱の偽正常化現
象 650 

若手研究（継続）
原田　大史 産科婦人科学 がん微小環境の制御による腫瘍細胞の分化転

換 650 

山﨑　　啓 呼吸器内科学 マクロファージ貪食能に基づく肺非結核性抗
酸菌症の新たな治療戦略 1,300 

草永　真志 第3内科学 肝細胞における銅や遊離脂肪酸による細胞障
害に対する亜鉛の保護作用の検討 1,690 

田原　正浩 呼吸器内科学 PD-1/Tim-3発現T細胞に着目したがん免疫
療法関連薬剤性肺炎の機序解明 1,950 

池上　博昭 呼吸器内科学 慢性肺アスペルギルス症の病態における細菌
叢、宿主因子としてマクロファージの検討 1,690 

佐々木奈津子 皮膚科学 炎症性皮膚疾患と骨との免疫学的なクロス
トークの解析 2,080 

元　　舞子 第１内科学 B細胞ミトコンドリアグルタミン代謝制御に
よる1型糖尿病治療への応用 1,300 

宇都宮　啓 整形外科学 股関節安定性メカニズムの解明ー股関節鏡視
下手術の健全な普及のためにー 1,040 

山中　芳亮 整形外科学 インスリン受容体基質に着目した2型糖尿病
に伴う組織線維化機序の解明と予防 1,560 

松浦　孝紀 整形外科学 生理活性物質・神経回路・加齢の視点からの
アプローチによる慢性疼痛メカニズム解明 1,170 

後藤　元秀 職業性中毒学 交替勤務従事者に生じる概日リズム障害の改
善を目指した新たな動物モデルの確立 1,040 

原　可奈子 呼吸器内科学 有機高分子化合物の肺への有害性の検証 1,300 

田中　里枝 衛生学 勤労世代の職業的背景に基づいた食生活質問
票の開発と医療・産業保健現場での応用 260 

二宮　正樹 リハビリテー
ション医学

真のICU-AWの発症率と予後とは　～電気生
理学的，形態学的検討～ 1,040 

越智　 光宏 リハビリテー
ション医学

手指を対象とした末梢効果器型訓練支援ロ
ボットの開発と臨床適応に関する研究 1,300 

赤司　　純 第２内科学 左室収縮不全における僧帽弁尖組織延長の心
不全軽減効果:3次元心エコー法による検討 650 

鍋嶋　洋裕 第２内科学 3次元心エコー図を用いた奇異性低圧較差重
症大動脈弁狭窄症における自然歴の解明 650 

江口　　尚 産業精神保健
学

労働者コホートによる職場の差別が障害や疾
病と精神的健康との関係に与える影響の解明 1,170 

森　　朋有 総合診療科 在留外国人にとっての医療問題は医療者との
熟議でどこまで解決可能か？ 1,170 

百瀬　裕一 第２内科学 原因/感受性遺伝子Hot-Spot変異導入モデル
を用いた肺高血圧症の分子病態解明 2,316 

基盤研究（C)（新規）
李　　云善 職業性腫瘍学 酸化ストレスの視点から見たメンタルストレ

スバイオマーカーの探索 1,430 

吉村　充弘 第１生理学 人工受容体遺伝子導入による内因性オキシト
シンの疼痛受容・調節機構の解明 1,430 

日笠　弘基 生化学 炎症性サイトカインILー1を起点とする新規
シグナル軸の解明と線維化・がんとの関連 1,560 

齋藤　光正 微生物学 独創的なマウスモデルを用いた劇症型レンサ
球菌感染症の細菌側の発症メカニズムの解明 1,820 

森田健太郎 免疫学・寄生
虫学

ネズミ中殖条虫およびその分泌排泄物質によ
る免疫疾患抑制機構の解析 1,300 

川口　貴子 呼吸器内科学 疾患進行を示す膠原病関連間質性肺疾患の画
像解析：胸部CTの新たな診断基準の策定 2,990 

中西　　司 血液内科 白血病細胞に対するステロイド様抗がん剤抵
抗性の機序解明から個別化診断への応用 1,560 

原田　　大 第３内科学 非ウイルス性肝疾患でのオートファジーなら
びに封入体形成の意義 1,820 

森本　景之 第２解剖学 何故、インフラマソームは多彩なdanger 
signalに応答できるのか？ 2,340 

土井　知光 分子生物学 消化管上皮幹細胞における古典的WNTシグナ
ル伝達経路の多様性に関する研究 1,300 

馬場　良子 第２解剖学 パネート細胞の性状変化は炎症性腸疾患の起
点となるか？―幼弱パネート細胞との関連 1,690 

森　　將鷹 第２外科学 CTC-chipからの循環腫瘍細胞単離と遺伝子
変異検索の臨床的有用性 1,820 

平田　敬治 第１外科学 ヒアルロン酸代謝亢進フェノタイプとHippo
シグナルを介した膵癌悪性化メカニズム 1,430 

佐藤　典宏 第１外科学 ヒアルロン酸分解酵素TMEM2の膵癌悪性化
と微少環境ストレス耐性獲得における役割 1,430 

堀下　貴文 麻酔科学 新規鎮痛薬・鎮痛法開発を目指したNav1.7
機能喪失型先天性無痛症の病態機序解明 1,430 

基盤研究（C)（新規）
原　　幸治 手術部 神経障害性疼痛制御における中枢神経スフィ

ンゴシン1リン酸シグナル伝達系の役割 1,820 

善家　雄吉 救急医学 MRSA骨軟部感染症に対する持続局所抗菌薬
灌流療法の最適化のための微生物学的検証 1,170 

中村英一郎 整形外科学 ロコモティブシンドロームと転倒の発生要因
と相互作用の解明：縦断調査と介入研究 1,950 

吉野　　潔 産科婦人科学 子宮頸部小細胞癌の臨床病理学的解析と治療
抵抗性メカニズムの解明 1,690 

荒木　俊介 小児科学 医療的ケア児の家族の就労を支援する方策と
支援策の効果指標の策定 1,560 

原田有理沙 両立支援科学 両立支援における疾患毎の復職課題と休業期
間との関連性の解明 1,300 

山口　恭平 成人・老年看
護学

看護師のワーク・エンゲイジメントを向上さ
せるためのプログラム開発 780 

岡田なぎさ 基礎看護学 看護師が活き活き労働生活を送るための要因
の検討 1,300 

仲前美由紀 基礎看護学 高齢者自身で脱水状態を評価する指標開発の
ための基礎的研究 1,820 

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線機器を用いた「患者見守りシステム」の
開発：患者の安全性確保と看護負担軽減 1,820 

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

肘部管症候群における術中末梢神経電気刺激
療法ー神経再生とBDNF遺伝子多型ー 910 

佐伯　　覚 リハビリテー
ション医学

非特異的慢性腰痛に対する中枢性電気刺激の
除痛効果に関する研究 1,820 

上野　　晋 職業性中毒学 がん悪液質性心機能障害の病態生理の解明と
運動および栄養介入による新規治療法の開発 1,690 

河村　洋子 安全衛生マネ
ジメント学

Psychodrama方法論を用いた職域集団禁煙
支援プログラムの開発と評価 520 

坂口　怜子 生体物質化学 トランスファーRNA修飾酵素によるタンパク
質品質管理機構の解明 1,560 

基盤研究（C)（継続）
竹内　正明 臨床検査・輸

血部
３次元心エコーを用いた左室・左房容量比の
予後予測能に関する検討 650 

落合　信寿 眼科学 色覚の多様性に配慮した安全色のリスク認知
に関する実証的検討 1,170 

石松　維世 作業環境計測
制御学

浮遊細菌数とエンドトキシン量に基づく室内
のグラム陰性細菌曝露リスクの把握 1,040 

馬田　敏幸 アイソトープ
研究センター

発がん高感受性モデルマウスを用いたトリチ
ウムの生態影響評価 1,820 

北川　恭子 衛生学 鉄過剰による血球分化障害の新規機序の解明
を基盤とした鉄剤長期使用の健康影響の検証 1,560 

高橋　富美 薬理学 GSK-3活性化作用に基づいた心臓線維化抑制
薬開発に向けた基盤研究 1,300 

福田　和正 微生物学 ヒト気道に潜む新規微生物(IOLA)の培養法の
確立と遺伝的多様性の解明 1,430 

三村　恭弘 生化学 IRAK1が活性化する Wnt/β-catenin経路に
よる発がん機構の解明 780 

青木　隆敏 放射線科学 CT検診画像および総合健診データによる生活
習慣と関連した骨折リスク評価研究 1,170 

大栗　隆行 放射線科学 高精度な電磁界シミュレーション技術を用い
た新たな温熱療法の開発 780 

楠原　浩一 小児科学 次世代シーケンサーとクローンライブラリー
法によるPFAPA症候群の咽頭細菌叢解析 1,300 

遠藤　元誉 分子生物学 肺組織幹細胞の制御を応用した新規肺損傷治
療法開発 1,300 

中山田真吾 第１内科学 ヘルパーT細胞におけるエピゲノム記憶の人
為的修復によるSLE新規治療戦略の創出 1,300 

鈴木　仁士 整形外科学 バゾプレッシンを可視化した遺伝子改変動物
を用いた神経障害性疼痛機構の解明 1,560 

酒井　昭典 整形外科学 荷重増減下での骨-筋連関における分子メカニ
ズムの解明とその制御法の開発 1,040 

近藤　寛之 眼科学 黄斑低形成の臨床的および分子生物学的検討 1,690 

基盤研究（C)（継続）
東　　華岳 第１解剖学 転移がん発症に及ぼす咀嚼刺激の影響 1,430 

永田　竜朗 眼科学 医療従事者を対象とした放射線白内障自動診
断システム構築及び放射線防護教育の実践 1,170 

宮内　博幸 作業環境計測
制御学

インジウムの個人サンプラ－を用いた測定の
有効性について 650 

永田　昌子 産業保健経営
学 ADHDの傾向を有する労働者のコホート調査 780 

辻　　慶子 基礎看護学 高齢者が「高齢者に作り変えられる」社会環
境要因に関する実証研究 1,430 

松浦　祐介 広域・発達看
護学

婦人科がん患者の就労支援　－保健師教育プ
ログラムとスマートフォンアプリの開発－ 650 

松嶋　康之 リハビリテー
ション医学

末梢性の上肢麻痺に対する経頭蓋直流電気刺
激療法の効果についての研究 1,170 

安達　泰弘 第１解剖学 脂肪酸結合タンパク（FABP）による胸腺上
皮細胞の機能制御 1,040 

香﨑　正宙 放射線衛生管
理学

がん細胞の特殊なDNA修復活性化機序を標的
とした革新的治療薬の開発 1,300 

久米惠一郎 第３内科学 全ての操作を遠隔化した消化器内視鏡治療ロ
ボットの開発 1,560 

樋口有理可 医科物理学 ケンタウルスの軌道進化と太陽系内物質輸送 1,040 

東　　秀憲 労働衛生工学 帯電ナノ液滴の蒸発ダイナミクスおよび生成
イオンの動態解析 650 

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職の不安定性が労働者の健康に及ぼす影響：
緩衝要因の検討を含めた前向きコホート研究 0※2

井上　彰臣 I R 推 進 セ ン
ター

職場における心理社会的安全風土が労働者の
健康に及ぼす影響に関するコホート研究 1,560 

中富　満城 人間情報科学 歯胚形成過程における一次繊毛の機能の新規
探索 1,929 

挑戦的研究（萌芽)（継続）
吉田　安宏 免疫学・寄生

虫学
COPD早期発見のための簡便法開発を目指し
たクロットバイオプシーの確立 2,080 

若手研究（B)（継続）
本間　雄一 第３内科学 細胞ストレス防御機構の阻害を介したソラ

フェニブの抗腫瘍効果 0※2

若手研究（新規）
赤田憲太朗 感染制御部 サルコイドーシスの疾患進行における肺胞マ

クロファージフェノタイプの役割の検討 1,040 

豊田　知子 神経内科学 進行性ミオクローヌスてんかんの進行を止め
る病態抑止治療の開発 2,600 

小西　勇輝 精神医学 ADHD患者の運転技能に与える影響の検討－
新たな臨床指標の開発に向けて－ 1,820 

井手　　智 放射線科学 マルチパラメトリックMRIによる中枢神経
ループスの活動性バイオマーカーの創出 2,340 

久間　昭寛 腎センター 尿素トランスポーターを標的とした尿素依存
性浸透圧利尿薬の新機序解明 2,470 

若手研究（新規）
篠原　伸二 第２外科学 悪性胸膜中皮腫におけるがん免疫微小環境に

基づく治療戦略の構築 1,560 

山本　　忍 作業環境計測
制御学

感作性物質o-フタルアルデヒドの職業性曝露
限界値の導出と曝露低減対策 1,690 

日野亜弥子 産業精神保健
学

長時間労働と労働者の心身の健康との関連：
ウエアラブル端末を用いたメカニズムの解明 1,040 

富﨑　一向 泌尿器科学 泌尿器がん休業者に対する両立支援の最適化
と支援効果の検証 1,040 

金城　泰幸 産科婦人科学 妊娠と出産が就労に与える身体的・社会的影
響についての研究 1,040 

研究活動スタート支援（継続）
田中　里枝 衛生学 勤労世代の健康格差解消に向けた職業ごとの

食生活決定因子の解明と健康教育への応用 0※2

園田　里美 第１内科学 化学遺伝学的手法を応用したオキシトシンと
摂食の概日リズム・食嗜好性連関の解明 1,430 

厚井　志郎 第１外科学 膵癌における組織および消化管microbiome
の関連性解明と診断治療への応用 1,430 

宮原　　敏 微生物学 菌の動態と宿主の病理組織学的変化に着眼し
たレプトスピラ感染症の重症化機構の解明 1,430 

研究活動スタート支援（継続）
松垣竜太郎 公衆衛生学 新型コロナウイルス感染症拡大が介護保険下

のリハビリテーションの提供に与えた影響 1,430 

石丸　知宏 環境疫学 高齢労働者の転倒予防に資するタイの農業従
事者の身体機能と転倒災害のコホート研究 1,430 

古村　沙織 基礎看護学 看護学生のインシデントに対する看護教員の
かかわりの実態と関連要因 385 

若手研究（継続）
宮川恒一郎 第３内科学 非アルコール性脂肪肝におけるオートファ

ジー障害機序の解明-カルシウム動態の関与- 0※2

林　　倫留 第３内科学 NAFLD/NASHにおける小胞体ストレス及び
オートファジー関連機序の解明 0※2

八谷百合子 産業・地域看
護学

無線ネットワークによる患者見守りシステム
の開発 0※2

中谷　淳子 産業・地域看
護学

中小規模事業所のメンタルヘルス対策におけ
る保健師の活動指針の開発 0※2

蜂須賀明子 リハビリテー
ション医学

Martin-Gruber吻合における吻合枝の運動単
位数と神経再生への寄与解明 0※2

村岡　秀崇 第２内科学 透析患者の低栄養状態が冠動脈ステント留置
後の責任・非責任病変に及ぼす影響 260 

宮岡　　亮 脳神経外科学 くも膜下出血後の脳損傷に対する5-アミノレ
ブリン酸の治療効果の検討 780 

名部　裕介 第２外科学 肺癌におけるEMTを起こした循環腫瘍細胞の
臨床的意義と転移メカニズムの解明 2,730 

川端　宏樹 呼吸器内科学 慢性好酸球性肺炎における好酸球特異的自己
抗体の検索 1,170 

宮﨑　佑介 第１内科学 ヘルパーT細胞を介した免疫誘導性間葉転換
のエピゲノム制御による免疫難病の新規治療 1,040 

田中　健一 第１内科学 終末糖化産物を介した低骨代謝回転型糖尿病
性骨粗鬆症の分子制御機構の解明と治療応用 1,300 

屏　　壮史 第２内科学 収縮後期僧帽弁逸脱に及ぼす弁形成術の効果：
一次性弁輪拡大による二次性逸脱の可能性 650 

塚本　　学 整形外科学 慢性閉塞性肺疾患（COPD）に合併する骨粗
鬆症の病態メカニズム解明 910 

田島　貴文 整形外科学 ALDH2遺伝子多型におけるHR-pQCTを用い
た骨微細構造と骨形成促進剤の関連 1,170 

大久保淳一 耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

喉頭癌・下咽頭癌患者におけるCRT後再発救
済手術後合併症リスクの客観的評価法 0※2

福田　智文 小児科学 重症心身障害児（者）の理想的な定期入院体
制を解明する研究 520 

友永　泰介 呼吸病態学 アスベスト関連疾患の早期診断・指標の開
発：エクソソーム内包microRNAの解析 910 

姜　　　英 健康開発科学 勤労世代における加熱式タバコの使用実態調
査およびその使用者の対応マニュアルの作成 1,430 

永田　智久 産業保健経営
学

生活習慣病の治療状況と脳・心臓疾患の発症
および医療費に関する職域コホート研究 1,430 

萩原　智子 成人・老年看
護学

化学療法を継続する進行肺がん患者の療養生
活を支援する看護教育プログラムの評価 390 

岩瀧　麻衣 第２内科学 左室拡大合併による僧帽弁逸脱の偽正常化現
象 650 

若手研究（継続）
原田　大史 産科婦人科学 がん微小環境の制御による腫瘍細胞の分化転

換 650 

山﨑　　啓 呼吸器内科学 マクロファージ貪食能に基づく肺非結核性抗
酸菌症の新たな治療戦略 1,300 

草永　真志 第3内科学 肝細胞における銅や遊離脂肪酸による細胞障
害に対する亜鉛の保護作用の検討 1,690 

田原　正浩 呼吸器内科学 PD-1/Tim-3発現T細胞に着目したがん免疫
療法関連薬剤性肺炎の機序解明 1,950 

池上　博昭 呼吸器内科学 慢性肺アスペルギルス症の病態における細菌
叢、宿主因子としてマクロファージの検討 1,690 

佐々木奈津子 皮膚科学 炎症性皮膚疾患と骨との免疫学的なクロス
トークの解析 2,080 

元　　舞子 第１内科学 B細胞ミトコンドリアグルタミン代謝制御に
よる1型糖尿病治療への応用 1,300 

宇都宮　啓 整形外科学 股関節安定性メカニズムの解明ー股関節鏡視
下手術の健全な普及のためにー 1,040 

山中　芳亮 整形外科学 インスリン受容体基質に着目した2型糖尿病
に伴う組織線維化機序の解明と予防 1,560 

松浦　孝紀 整形外科学 生理活性物質・神経回路・加齢の視点からの
アプローチによる慢性疼痛メカニズム解明 1,170 

後藤　元秀 職業性中毒学 交替勤務従事者に生じる概日リズム障害の改
善を目指した新たな動物モデルの確立 1,040 

原　可奈子 呼吸器内科学 有機高分子化合物の肺への有害性の検証 1,300 

田中　里枝 衛生学 勤労世代の職業的背景に基づいた食生活質問
票の開発と医療・産業保健現場での応用 260 

二宮　正樹 リハビリテー
ション医学

真のICU-AWの発症率と予後とは　～電気生
理学的，形態学的検討～ 1,040 

越智　 光宏 リハビリテー
ション医学

手指を対象とした末梢効果器型訓練支援ロ
ボットの開発と臨床適応に関する研究 1,300 

赤司　　純 第２内科学 左室収縮不全における僧帽弁尖組織延長の心
不全軽減効果:3次元心エコー法による検討 650 

鍋嶋　洋裕 第２内科学 3次元心エコー図を用いた奇異性低圧較差重
症大動脈弁狭窄症における自然歴の解明 650 

江口　　尚 産業精神保健
学

労働者コホートによる職場の差別が障害や疾
病と精神的健康との関係に与える影響の解明 1,170 

森　　朋有 総合診療科 在留外国人にとっての医療問題は医療者との
熟議でどこまで解決可能か？ 1,170 

百瀬　裕一 第２内科学 原因/感受性遺伝子Hot-Spot変異導入モデル
を用いた肺高血圧症の分子病態解明 2,316 

科学研究費助成事業採択状況
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　令和２年４月から学生部長を拝命いたしまし
た。前任の森本 景之 学生部長の「学生の視点に
立った学生支援・指導」を継続・発展する所存で
すが、新型コロナウイルス感染症への対応に奔走
しております。学生に対し、緊急事態宣言中は外
出・会食・アルバイトなどの日常生活に制限を課
し、学内ではオンライン講義を中心として、施設
の利用・部活動・病院への立ち入りなどを禁止
（病院実習生を除く。）いたしました。これらの
制限により精神的不調、経済的困窮を訴える学生
が急増し、速やかな対応が必要となりました。ま
た、制限緩和にあたって、学生の健康状態把握が
不可欠との考えからLINE「AMAVICO」による健
康確認を開始いたしました。コロナ禍における本
学の学生支援のうち、上記３点についてご紹介さ
せていただきます。

１　精神的不調を訴える学生への対応
　長期間に亘る日常生活制限及び学生活動制限に
より、多くの学生が孤独感、人間関係や勉学に対
する不安感を訴えました。特に、責任感の強い真
面目な学生ほど「自分が感染を拡大させてはいけ
ない」と部屋に閉じこもって精神的な不調を訴え
る傾向にあり、指導教員との面談機会を増やした
り、学生相談員によるカウンセリングを紹介する
など、精神的不調の早期発見と改善に向けた対策
を行っています。何より、対面講義や部活動など
友人・知人と面と向かって話せる機会を作ること
が重要であると考え、感染状況に応じて制限の内
容を少しでも緩和できるように努めております。

２　経済的困窮を訴える学生への対応
　大学のアルバイト制限や雇用環境の変化によ
り、経済的困窮を訴える学生が増加しました。国

からの「学び継続のための学生支援緊急給付金」
の給付に加え、本学独自の「緊急学業支援貸付金
制度」を活用し、申請者には状況に応じた経済的
支援を行っております。本学の「緊急学業支援貸
付金」につきましては、開学40周年記念事業の資
金を財源としており、継続した学生支援に活用さ
せていただいています。

３　LINE「AMAVICO」による健康確認
　LINE「AMAVICO」とは、毎朝の体温や体調を
スマートフォンから報告し、出席の可否や病院受
診の勧めなどの指示を受ける本学が監修した健康
確認システムです。本システムは、感染が疑われ
る学生の早期発見と学内での感染予防に一定の機
能を果たしていると評価されております。しか
し、ワクチン接種が進み、学生に「ワクチンを接
種すれば感染しなくなる。」という誤解が拡が
り、感染予防意識が低下して「AMAVICO」への
報告件数が低下気味であります。今後、感染再拡
大が懸念されており、学生に「AMAVICO」への
報告を強く呼び掛けている状況です。

　学生から「本学の制限は近隣の大学と比べて厳
しすぎる。」と苦言を呈されます。その都度「君
たちは、患者様や医療従事者と接触する可能性が
高いから仕方がない。」と諭しております。大学
は教育機関であり、学生が安心して教育を受けら
れるように支援することは、大学にとって必要不
可欠であると考えております。教職員の皆様方に
置かれましても、多くの学生がコロナ禍による不
安を抱えながら学生生活を送っている現状をご理
解いただき、温かいご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

学生部長　佐藤　寛晃

コロナ禍の学生支援について

大学の現況と展望

　科研費の採択状況については、新たに下表の新規採択課題４件及び継続転入課題１件を受け入れることとなり、併せ
て172件（内新規採択48件）、218,375千円（間接経費を含む）となりました。

氏   名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   名 講座等名 課　題　名 交付金額

研究活動スタート支援（新規）
有冨　貴史 第１内科学 全身性エリテマトーデス (SLE) に対する

CAR-T 療法の治療応用に向けた基盤研究 1,560 轟　　泰幸 第１内科学 SLE に お け る T-bet+CD11c+B 細 胞
の免疫代謝を介した分化誘導機構の解明 1,560

馬場　一彦 整形外科学 CRPS 類似モデル動物の骨代謝動態
における TRPV1 の関与の検討 1,300 小田上公法 産業保健経営学 我が国における組織の健康風土・健

康文化に対する評価尺度の作成 1,560

若手研究（継続・転入）
永田　　旭 第２外科学 肺移植における第３群肺高血圧症の検討：

NCX の関与と新規治療標的としての可能性 2,495

令和３年度　厚生労働科学研究費補助金（代表課題）
　採択状況については、14件、97,887千円（間接経費を含む）の受入れとなりました。

（参考）令和２年度　採択件数：15件　金額：118,801千円
◆継続課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業
大和　　浩 健康開発科学 喫煙室の形態変更に伴う受動喫煙環境

の評価及び課題解決に資する研究 16,200 

地域医療基盤開発推進研究事業
村松　圭司 公衆衛生学 産科医師確保計画を踏まえた産科医

療の確保についての政策研究 6,500 松田　晋哉 公衆衛生学 地域医療構想を踏まえた在宅医療の
充実についての政策研究 6,500 

労働安全衛生総合研究事業
立石清一郎 両立支援科学 中小企業等における治療と仕事の両

立支援の取り組み促進のための研究 4,192 永田　智久 産業保健経営学 労働災害防止対策の推進と ESG 投資
の活用に資する調査研究 8,332 

立石清一郎 両立支援科学 医療機関における治療と仕事の両立
支援の推進に資する研究 9,992 

政策科学総合研究事業
松田　晋哉 公衆衛生学 急性期の入院患者に対する医療・看護の必要

性と職員配置等の指標の導入に向けた研究 9,200 

◆新規課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

地域医療基盤開発推進研究事業
林田　賢史 医療情報部 医療の質および患者アウトカムの向上に資する、看護ニー

ズに基づく適切な看護サービス・マネジメント手法の開発 6,021 松田　晋哉 公衆衛生学 医療に関する報告制度の実効性向上
のための研究 2,910 

労働安全衛生総合研究事業
原　　邦夫 安全衛生マネジメ

ント学
職場における化学物質のリスクの認知と対処方法の分析を踏ま
えた自律的な化学物質管理支援の研修・評価デバイスの開発 2,080 

長寿科学政策研究事業
松田　晋哉 公衆衛生学 要介護高齢者等への医療ニーズを把

握する指標の開発研究 7,830 松田　晋哉 公衆衛生学 自立支援に資する介護等の類型化及びエ
ビデンスの体系的な整理に関する研究 6,800 

厚生労働科学特別研究事業
松田　晋哉 公衆衛生学 新型コロナウイルス感染症に対応する

各国の医療提供体制の国際比較研究 6,396 松田　晋哉 公衆衛生学 医療機関の外来機能の明確化・連携
に資する研究 4,934 

令和３年度　科学研究費助成事業（代表課題）（（独）日本学術振興会） 令和３年度　労災疾病臨床研究事業費補助金（代表課題）
　採択状況については、10件、114,137千円（間接経費を含む）の受入れとなりました。

（参考）令和２年度　採択件数：８件　金額： 87,839千円

◆継続課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

呼吸器疾患関連研究分野 化学物質による健康障害研究分野
矢寺　和博 呼吸器内科学 架橋型アクリル酸系水溶性高分子化合物の粉体を取

り扱う労働者に発生した呼吸器疾患に関する研究 15,000 辻　　真弓 衛生学 溶接作業者の溶接ヒュームばく露（個人ばく露と生
体内ばく露）と健康影響の関係に関する疫学的研究 14,950 

治療と仕事の両立支援関連研究分野 メンタルヘルス研究分野
江口　　尚 産業精神保健学 事業場において治療と仕事の両立を支援する

ための配慮とその決定プロセスに関する研究 9,100 井上　彰臣 IR 推進センター ストレスチェックの集団分析結果に基づく職場環境改善
の促進を目的とした調査項目及びその活用方法論の開発 4,940 

◆新規課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

業務上の負傷と基礎疾患の関係に関する研究分野 治療と仕事の両立支援分野
佐伯　　覚 リハビリテーショ

ン医学
変形性疾患を有する高齢労働者に発症し
た職業性腰痛の労災補償に関する研究 5,200 立石清一郎 両立支援科学 治療と仕事の両立支援に関する基盤

整備および拡充に資する研究 10,000 

産業保健関連研究分野 放射線影響研究分野
森　　晃爾 産業保健経営学 産業医制度に関する課題把握と産業医の育成お

よび質の向上による課題解決のための調査研究 14,950 欅田　尚樹　産業・地域看護学 放射線防護マネジメントシステムの
適用と課題解決に関する研究 15,000 

職場における熱中症予防対策関連研究分野 化学物質による健康障害研究分野
堀江　正知 産業保健管理学 屋内作業に適した職場における熱中

症予防方法等に関する研究 9,997 石田尾　徹 作業環境計測制御学 ベリリウム等の低濃度管理物質に対す
る有効な曝露防止対策に関する研究 15,000 

令和３年度　委託事業（代表課題）
（単位：千円）

氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

◆日本医療研究開発機構（AMED)（継続）
片岡　雅晴 第２内科学 肺動脈性肺高血圧症の分子遺伝学的診断治療

ガイドラインに向けたエビデンス創出研究 12,896

◆日本医療研究開発機構（AMED)（新規）
片岡　雅晴 第２内科学 慢性血栓塞栓性肺高血圧症の分

子遺伝学的エビデンス創出研究 13,000 片岡　雅晴 第２内科学 肺静脈閉塞症 / 肺毛細血管腫症の
分子遺伝学的エビデンス創出研究 13,000

◆大学共同利用機関法人自然科学研究機構（国立天文台）（新規） ◆いのち支える自殺対策推進センター（新規）
樋口有理可 医科物理学 複数の小型望遠鏡を用いた太陽系小

天体の掩蔽観測研究とその普及促進 2,700 松田　晋哉 公衆衛生学 DPC データによる我が国の自
殺の現状に関する研究 3,180

◆名古屋市（新規） ◆横浜市（新規）
大和　　浩 健康開発科学 名古屋市屋外分煙施設研究委

託 990 松田　晋哉 公衆衛生学 医療・介護データの分析・共
同研究 4,000

外部研究資金採択状況
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